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す
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條
哪
作
成
の
債
權
め
ニ
卷
を
政 

得
し
而
し
て
ま
か
此

1.1.

者

.を
：讓
受
け
た
：.る
*
.後
に
於
て
解
除
か
爲
さ
れ
た
る
場
合
な
ぅ
。；

,

S

論
者
は

1

1

に
於
て
所
謂
卿
猶
契
舞
は
無
因
行
爲
な

I

し
そ
解
除
せ
ら
る
、
 

憤

#;
契
約
に
よ
り
で
創
設
せ
ら
れ
た
る
權
利
は
第

I

s

に
移
轉
す
る

ビ

否
士
を
間
は
す
解
：除 

に：よ
，
6

.
て
自
然
的

1:
消
滅
す
ビ
解
す
る
か
故
に
此
場
合
に
は
丙
の
，取

#

し
た
る
權
：利
の

.
中
#' 

,
抗
條
：件
：作
成
の
廣

.權
は
全
然
消
滅
じ
堪
に
赤
裸
々
の
物
權
の
み
か
害
也
ら
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狀
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